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Blackburn 氏と Szostak 氏は、酵母ベクター系を用いてテロメアの機能を明らかにした。
その成果は、1982 年の Cell 誌に「線状プラスミドベクターへの酵母テロメアのクローニ
ング（Cloning yeast telomeres on linear plasmid vectors）」の論文として報告した（Cell　
1982, 29：245-255）。
一方、Greider 氏は Blackburn 氏と共に、単細胞真核生物であるテトラヒメナからテ
ロメラーゼを分離・同定し、1985 年の Cell 誌に「テトラヒメナ抽出物における、特異的
テロメア末端転移酵素活性（Identification of a specific telomere terminal transferase ac-
tivity in Tetrahymena extracts）」として報告した（Cell 1985, 43：405-413）。さらに、テ
トラヒメナのテロメラーゼがテロメア DNA を合成するメカニズムを解明し、1989 年の
Nature 誌に発表した（「テトラヒメナのテロメラーゼ RNA に存在するテロメア配列は、
テロメアの繰り返し配列合成に必要である（A telomeric sequence in the RNA of Tetra-







　2009 年のノーベル賞自然科学 3 部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受賞者が決まった。
10 月 5 日にスウェーデン カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立科学アカデミー
から 6 日に物理学賞、7 日に化学賞が発表された。以下に受賞者と受賞理由について紹介する。
自然科学 3 部門受賞者と受賞理由の概要
2009 年ノーベル賞 自然科学 3 部門の受賞者決まる




















1970 年に、当時の（米）Corning Glass 社の技術者により、CVD 法で作製された溶融石
英の光ファイバーにより、Charles K. Kao の予測は実現した。これを機に光ファイバー
の改良と実用化は急速に進展し、光強度が 1％となる距離は 100km にまで延びた。光ファ
イバーは、既に地球上に張り巡らされ、総延長は地球全周の 2 万 5 千倍以上に達する。
一方、CCD は、当初は、磁気バブルメモリのようなメモリを半導体で実現しようとい
う意図のもとで考案された。当時のベル研究所で、1969年10月17日の1時間ほどのブレー
ンストーミングの後に、W.S. Boyle と G.E. Smith はそのアイデアと素子構造を考え出し
た。書き込みには光を使い、光電効果によって発生した電荷を情報担体として MOS 構
造のゲートの下に蓄積し、蓄積された電荷をバケツリレーのように運んで読み出す。翌
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